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合成開口レーダーで捉えた西クンルン山脈の山岳氷河表面速度場の多様性
Diversity of Glacier Surface Velocity in the West Kunlun Shan, NW Tibet, Detected by
Synthetic Aperture Radar
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チベット高原北西に位置する西クンルン山脈 (WKS)は偏西風や大陸内循環により運ばれた水蒸気が降水をもたらし,
5000mを越える高地かつ寒冷な気候により多くの山岳氷河が発達している.過去に行われた調査からWKSの平均気温
は-13.4℃,降水量は˜460mmと共に低く (Zheng et al., 1988),年間の主な降水は 5月から 9月の夏季に発生することが分
かっている (Kang and Xie, 1989).氷河の表層にデブリは少なく,この地で採取されたアイスコアの記録からWKSの山岳
氷河は極地もしくは多温型氷河であると報告されている (Thompson et al.,1992).これら先行研究から西クンルン山脈の山
岳氷河では短期的な流速の変動は少ない,もしくはないと考えられていた.
本研究では西クンルン山脈の山岳氷河を対象に衛星搭載型の合成開口レーダーが取得したデータを使用しピクセルオ

フセットによる解析を行った.地形による SAR画像のずれの補正は SRTM4 Digital Elevation Modelを使用した.氷河は地
表勾配に沿って流れる平行流を仮定しピクセルオフセット法で得られた結果から氷河表面速度場を最小二乗法的に推定
した.

SARデータの解析により,西クンルン山脈の山岳氷河の表面速度場の全容とその多様性が明らかになった.表面速度は
同一の表層環境にも関わらず時間・空間的分布が大きく異なっていた.北斜面のある氷河では上流から下流まで連続的に
流動し,下流域において明確な季節変動を検出した.別の氷河では表面速度の経年的な加速,末端の前進や散乱強度の増加
を検出した (Yasuda and Furuya, JpGU 2011).南斜面のある氷河では表面速度の経年的な減少,速度分布の変化,下流域に
おける流動の停滞,散乱強度の減少を検出した.下流域の停滞が存在する氷河は他にも観測された.表面速度が季節的に増
加する時期は気温や降水量が増加する時期と一致するため,融解した水が氷河の底面滑りに影響を与えていると考えられ
る.また表面速度の経年的な加速や減速,末端の前進や散乱強度の増加や減少は氷河サージ (Glacier Surge)と呼ばれる現
象と一致している.そのため,西クンルン山脈の山岳氷河の多様性は夏季の降水や気温の上昇に加え氷河サージがその一
因である可能性がある.
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